















































































































































































































るものの提供(PrOduct Out)から,顧客が望むものの提供(Market ln)に移 り,そしてこれ
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◆2011年度中には嬌費― 上昇率書カ ス 毎 20年に及87~7暉向(競20年目消nma■
…
農)




(JI議夕L→泊勁  5喘爾  140万人
げフ舅じ興L→4" 50■円  234私
アジア       12兆円     19万人







































































































































回 テーマ 開催日時「場所 参加人数 事例件
2010年
#1
t) a--Z 2010年 6/3(木)17:30～
大阪大学中之島C会議室 1
社会人 1名
学生  10名 5件








































































































ンプル 「No.5トナーカー トリッジリユース(エコリカ)」 を図 2.2‐1に示す。また,分析
結果の例として,「No.5トナーカー トリッジリユース(エコリカ)」についての分析結果を,







表 2.21¨:No.5トナーカー トリッジリユースノエコリカ 分析結果
調査項目 調査結果
エコビジネスの概要 事業者あるいは,店頭回収 BOXから回収 したインクカー トリッジ, ト
ナーカー トリッジに,インク・ トナーを再充填 して,「リサイクルイン
ク・ トナーカー トリッジ」として販売する
実施企業名 エコリカ





























































5 トナーカー トリッジリユース エコリカ
介護ベッドリユース フランスベッド















水な し トイ レ INAX
?
? LED照明 東芝レイテ ック
?
? バイオポリエチレン ブラスケン・豊田通商
18 逆浸透膜海水淡水化 東 レ。日東電工
19 マ イ クロ水力発電 東京発電
20 バイオ トイレ 昭和電工
?
? 空調服 空調服










梱包用資材 リー ス(1)(2) f - L'?"rt




? 空便マ ッチング ブリックス
28 あか り安心サービス パナソニ ック'













No テーマ ビジネス名 企業名
?








? ア ド箸 ハー トツリー*

























? 廃棄物 。再資源電子取引市場 リサイクルワン
50 廃棄物一括管理 トライエス*
?





















? 都市ゴミセメント利用 太平洋セメン ト他
59
その他
森林 。林業再生支援事業 西粟倉村 。森の学校*




作成者 :   中村
作成 日 :  2010/3/30





事業者或いは、店頭「11又80Xから,い‖又したインクカー トリッジ、 卜十一カー トリッジに、インク・ トナーを
再充填して、 「リサイクルインク・ トナーカー トリッジ」としてll.売■‐る
Ⅱ     
使用












シングしているインク・ トリ‐―カー トリンシ (製品 )
































① t,う一回使う 0 (1)LC開い込み
② サービス 機能提供 ② ・l・業規模の拡大




0認証・法規制への対rL Э 技術開発 D
0請負をさせる ③ 委託する
【備考】







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































基礎 レベル (価値創造に関する意思決定),オペ レーション・ レベ




































組織が価値を創造 し,提供 し,収穫するための合理的な方法 ;









































































































































































































































クリス トの一つである,オズボーンのチェックリス トを示す .












3 変更 意味,色,動き 音,匂い,様式,型を変化 させる
4 拡大 追加,時間延長,頻度,強度,高さ,長さ,価値,材料,複製,誇張
5 縮小 減 らす,小さく,濃縮,低く,短く,省略,内輪,分割
?
? 代 用 人を,物を,材料を,素材を,製法を,動力を,場所を
7 再配列 要素を,型を, レイアウ トを,順序を,因果を,ペー スを
8 逆転 反転,前後転,上下転,左右転,役割転換
















































企業に最も多い間違いの一つが,最終的なコンセプ トの決定に「ブレインス トー ミ
ング」を使 うことである。断片的なアイディアを一つにまとめれば大きなブレーク
スルーを起こす可能性があるが,アイディアのグループ化や精査を経ずにブレイン













アイ7~7数 200個⇒ 10～15個⇒ 3～7欄
200以上のアイ 提示されたアイ 3～7のコンセ
デアが提示さ  デアを10～15  プトの概略を
れる      にグループ化  まとめる
3～7のコンセ  フイジビリティス
プトの裏づけを タディ用に2～3





































































































































































































































































































































・モノの販売   ・レンタル, り‐ス
・使用料     ・ライセンス料




























C S + +
D S S +
E + S




















































































































































































































































































ルダーを明示化 し,それ らの間のモノ 。金銭・情報の流れを可視的に表現する.プ
ロセスフローモデルは,アクティビティ, ビジネスに介在するものとその流れ,ス
テークホルダー,金銭の流れで構成される.アクティビティとはビジネスを実際に
















B 50 -1 1 1 -1
C 30 0 0 -1 -1
D 10 0 -1 1 1

























また,叱Ⅳ (ライフサイクルを通 じてビジネスが生み出す価値 )」,「LCE(ライフサイ













































f use 製品使用段階における単位時間当たりのコス ト
f prod 製品製造段階における単位時間当たりのコス ト
f ai"t 製品流通段階における単位時間当たりのコス ト


























II‖含暉 識■1 1  繰卸肇理:__

















収 東 徒は冬巡|          |
|
:  洞 察  |
発 散
収 東
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アプローチ 2)に基づき,図4.3‐1に示す8 STEPでビジネスモデル案の策定 。選択まで
を行 うこととする。この8 STEPは,「アイディア創出の準備 (STEP l‐2)」,「アイディ
ア創出 (STEP 3‐6)」,「ビジネスモデル策定 (STEP 7‐8)」の大きく3段階で構成する。
(1)アイディア創出の準備 (STEP l‐2)










































































図 4.3‐2:ニー ズのマ ッピング
86


























しかし,図4.3‐4に示したビジネス構造図は,“B to B to C"で“ビジネス主体とは別
に製品供給者が別に存在"する場合を想定している。実際のビジネスの中には, このビ



















































































































































































































(1)Rule l 低環境負荷資材の利用 (ビジネス主体)
○ 内 容 ;製品やサービスの生産時に,天然由来の原料や,使われていない資材,捨て
られていたものなどの,低環境負荷型の資材を製品・サービスの製造に利用する。
○ 事例 1;「No.17バイオポリエチレン(ブラスケン・豊田通商)」 では,環境負荷の少
ない非化石燃料由来の生物資源から製造したポリエチレンを販売
(2)Rule 2 低環境負荷の製造方法の採用
○ 内 容 ;製品・サービスを生産する方法 。技術などを,より環境負荷原単位の低いも
のに代替する。
○ 事例 1;「No.24C02膜分離製品(ルネッサンス。エナジー・リサーチ)」 導入により,
水素製造プロセスを省エネ化
○ 事例 2;「No.18逆浸透膜海水淡水化(東レ。日東電工)」 導入による淡水化プロセス
を省エネ化
(3)Rule 3 製品長寿命化
○ 内 容 ;資源消費,生産時の環境負荷を低減させるために,製品を長寿命化する。




○ 内 容 ;製品使用時の環境負荷原単位を低減させるために,製品使用時の効率性を高
める.
○ 事例 1;「No.15水なしトイレ(INAX)」水使用量を削減
○ 事例 2;「No.16 LED照明(東芝レイテック)」 電力消費量を削減
(5)Rule 5 低環境負荷資材の利用 (顧客)
○ 内 容;太陽光発電による電気など,より環境負荷の低いユーティリティに代替する.
○ 事例 1;「No19マイクロ水力発電(東京発電)」 由来の環境負荷の低い電力を利用さ
せる
○ 事例 2;バイオフィエルカーの導入によク′環境負″のないバイオオイルをヽヽ さ
せろ
(6)Rule 6 使用状況の管理
○ 内 容 ;環境負荷への影響の大きな製品,設備等の使用状況を管理し,改善する。
○ 事例 1;「No.36エコウェーブ(大阪ガス)」 機器運転状況の管理によつて,効率的運
92
転制御を行い,顧客の省エネ化を実現
○ 事例 2;「No.37工場まるごとエコ(パナソニック)」 機器運転状況の管理によって,
効率的運転制御を行い,顧客の省エネ化を実現
(7)Rule 7 廃棄時を管理
○ 内 容 ;管理してこなかった廃棄後の製品,部材等を管理し,改善する.
○ 事例 1;「No.12再築システムの家(セキスイハイム)」解体住宅からの資材を管理し,
活用する
○ 事例 2;「No.28あかり安心サービス(パナソニック)」 使用済み蛍光灯を管理し,適
切に処分する.
(8)Rule 8 もう1回使 う
○ 内 容 ;一度役割を終えた製品,部品,材料,エネルギーなどを同じもう一度使う.
○ 事例 1;「No.25梱包用資材 リース(エコビズ)」梱包資材のリユース (もう一度使 う)
○ 事例 2;「No.33食器レンタル(スペースふう)」 食器のリユース (もう一度使 う)
(9)Rule 9 顧客の環境対策を請負で受ける
○ 内 容 ;発生する環境負荷の対策等を請負で受注する。
○ 事例 1;「No.28あかり安心サービス(パナソニック)」 廃清法に係わる顧客の排出事
業者としての義務を請負う
○ 事例 2;「No.31家電レンタル(東芝テクノネットワーク)」 家電リサイクル法に係わ
る顧客の排出事業者としての義務を請負う
(10)Rule 10 機能販売 (サー ビス化,セット販売)







































「No.25梱包用資材 リー ス(エコビズ)」 リユース販売
「No.29 EVバッテ リー 交換(ベー タープレイス)」 走行距離の従量制料金体系









○ 内 容 ;複数業種で連携するなど,異分野のノウハウ・技術を活用する。
○ 事例 1;「No.28あかり安心サービス(パナソニック)」 廃棄物処理事業者との連携




○ 事例 1;「No.11ホッかる弁(秀英)」 顧客の巻き込み (商品企画,分別回収指導)
○ 事例2;「No.39アド箸(ハー トツリニ)」 広告収入




○ 内 容 ;これまでとは違った顧客ニーズや,新たな市場を開拓する.
○ 事例 2;「No.2古本販売(ブックオフコーポレーション)」 本は消費するものという
価値観を転換し,古本を販売


































































































































低環境負荷資材の利用(顧客) 0 ○ 0
使用状況の管理 0 0
7廃棄時を管理 0 0 O O
もう一回使用 O O O O
顧客の環境対策を請負で受ける 0 O
0機能販売化 0 O
1 知識・ノウハウのサービス化 0 O ○
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る (図 5.3‐1参照)。 二つ目の画面では,エコビジネスのビジネスモデルが示される (図
5.3‐2彦ヽ月照).































…団-3・  翻鰤藤 ‐‐
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STEP 3種 ビジネスの設定 10
SttEP 4アイディア発想 50
SttEP 5アイディア結合 40































































































(2) 13 使用販売 エアコンの共同利用
(3) 13 使用販売 朝方に部屋を冷やして断熱
(4) 7 廃棄時を管理 排熱を温風 として利用 (洗濯物, ドライヤー)
(5) 8 もう一回使用 モーターの磁石を取 り出して再利用
(6) 11 知識・ノウハウのサービス化 エアコンの販売十エアコン運転・選択の指導・管理
(7) 8 もう一回使用 再利用可能な部品をもう1回使 う











(14)8 もう一回使用 エアコンを修理 して使 う
(15)8 もう一回使用 中古再製品として販売
128











(21)11 知識 。ノウハウのサービス化 省エネ生活のア ドバイス
(22)12 環境負荷の見える化 家全体のエネルギー使用の可視化
(23)13 使用販売 ルームシェアリング
(24116 他分野ノウハウ 。技術の活用 建物の評価のしくみ (光熱費とか)















エアコンをレンタルで提供 し,使用後に回収 し,修理 して利用,モー ター
の磁石は取 り出 して利用 .




















実施 した.STEP6でもつとも評価の良かったエコビジネス・アイディア案 Cを基に ,
STEP6での議論を踏まえながら,検討を行い,新たに創出されたアイディアも付加して
精微化し,表6.2‐6のようにビジネスモデルを策定した.
表 6.2‐6:エコビジネス・ ビジネスモデル案′(ネッ トワーク型エアコンのリース)
誰に


































































































A 3 4 8 3 2 4 24 8 4 108 10 3 43 67 20
B 4 5 8 5 4 4 30 8 4 108 6 5 41 71 20
C 6 9 6 8 7 8 44 5 7 106 6 3 37 81 30
D 2 2 8 4 1 4 21 10 8 1010 10 5 53 74 15
E 3 4
?

















「インターネットに接続している,持家,温暖地 (市場規模 298.1万台/年)」 と,「イ

































































鵞み154 4 2 3 シェリ




A村 :2 5 4 4 5 3 85 16.[
BI 4 3 4 4 4 2 74 14.4
Cネ 5 3 2 3 2 65 12.〔












































重み 颯 4 5 2 3 シ エ




A主 2 5 4 5 4 5 3] 98 16.7
B 3 4 3 4 4 4 21 86 14.G
C 2 3 3 2 3 2 73 12.4
D主 1 4 4 2 3 4 2: 73 12.4
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表 6.2-9:前提条件表 (ネットワーク型エアコンのリース)
表 6.2…10:事業性算定結果 (ネッ トワーク型エアコンのリース)





























爾じ機 警をとれ緩 して20爾戸 リー スであなと
轟そたより多く獲得できるとして糠、001戸と塁権峰る
%/年 :●ヽ 10% 消費者が保有する場合 (リー ス
ジネス主体が保有する場合 ンタフレ
年 目 壕4ヽ 30%
2年目 雛 60■




























EO小売粗利率 % 0機 90ヽ X売上高














償却期間 年 7 7
i修絡比率 % 5～7% X管理システム投資額
装置等 :調達価格率 % 0篠 60% 製品価格
(リース・レン:償却期間 年 ア 7
:修饉比率 % 多ヽ X設置投資額累積額
投資観 百万円 C
:償却期間 年 7
i修繕比率 % 0案 5～7% 製造機械設備投資額
1年目   :   2年目   :   3年目   :   4年目   :   5年目
45360 1        1360801        241920'        302400
製造原価        :千円/年 :
調達費(卸小売)     :千円/年 :
リー ス・レンタル修繕費   :千円/円 : 45,300 :        136.080 :        241920
1,069.286 :      1,069,286 :      1,0741286
管理人件費       :千円/年
その他固定費      :千円/年 100,000 :         100,000 :         100,000 :         :00.000 :         100000
修繕費         :千円/年 :
減価償却費       :千円/年 1
250000 ,         250,000 1        250,000 1        250,000 :        250000










② 各STEPでのアウトプットの数        .
各 STEPにおけるアウトプットとして出した, ビジネスの数やアイディアの数などを
表 6.2‐12に示す。なお,表中の*を示したSTEPについては,筆者が実施した。
表 6。2¨12:第1回WS ttSTEPのアウトプッ トの数











SttEP 内容 想定時間[分] 開始～終了 所要時間[分]
STEP lニーズの設定 10 10:05～10:20 15
SttEP 2ニーズの構造化 15 10:20-10:4525
STEP 3種ビジネスの設定 10 10:45～10:55 10
STEP 4アイディア発想 50 11:05～12:15 55
SttEP 5アイディア結合 40 12:20～12:40 20





ワークショップに参加 した産業技術総合研究所の 3名から得られたワークショップ 。
方法論に対するコメントを以下に示す。
○方法論の8 STEPのプロセスについて
/前半 (STEP 1 2)のニーズを整理した部分と後半 (STEP 3-6)のアイディア発想
のリンクが小さい。アイディア出して組み合わせるのはいいと思う。それの前提
になっているから必要ではあると思う。

















































参加者 1植物工場に携わる研究者 2名 (ハウスメーカー研究所所属)
テーマ 1植物工場の製造・販売ビジネスのエコビジネス化





























(4) 8 もう一回使用 排水を循環利用する
(5) 8 もう一回使用 筐体をリユースする
(6) 5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 自然に還るスポンジを利用する
(7) 14 料金体系の工夫 レンタルで提供す る
(8) 14 料金体系の工夫 リースで提供する







(12)3 製品長寿命化 設備 。メンテナンスを提供する
(13)3 製品長寿命化 腐職 。さびに強い材料を使用する
(1の 3 製品長寿命化 傷みやすいところをモジュール化設計する
(15)13 使用販売 区画に割つて,利用してもらう
(16)18 顧客ニーズ 。市場の開拓 イベン トでの活用









(2の 18 顧客ニーズ・市場の開拓 学校での教育に活用する
(25)11 知識 。ノウハウのサービス化 電話相談サービスを提供する
(2016 他分野ノウハ ウ 。技術の活用 デザインノウハウを活用する
(27)12 環境負荷の見える化 フー ドマイレージを消費者に見える化
(28)12 環境負荷の見える化 排出している環境負荷を示す
(29)5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 農薬を使わない
(30)5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 照明を太陽光で代替する
(31)5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 自然エネルギー (太陽光)を活用する
(32)16 他分野ノウハ ウ 。技術の活用 植物工場に太陽光を活用 しやすい建築技術を活用する
(33)8 もう一回使用 排水をカスケー ド利用する
(3の 7 廃棄時を管理 排水を養分レベルで管理する
(35)7 廃棄時を管理 排水量を管理する。 (総量規制がかかつた場合)
(308 もう一回使用 生ごみを肥料化する
(3つ 10 機能販売化 生ごみ処理機 とセ ッ ト販売する
(38)18 顧客ニーズ 。市場の開拓 明かりを防犯対策として利用する
(39)4 効率性の向上 夜間電力を活用する
(40)5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 振動で発電する



































































表 6.2‐16:点数付け評価 (植物工場 )



















































































? 6 9 6 36 69 10
B 6 3 3 9 6 9 36 6 9
?
? 9 9 6 48 84 15
C 9 3 3 6 6 6 33 6 6 6 6 9 6 39 72 10
D 9 6 6 9 6 6 42 6 6 6 6 9 6 39 81 15






? 3 6 3 9 6 33 60 20






? 6 39 72 20
G 3 3 6 6 6 3 27 6 3 6 3 9 6 33 60 20




? 6 6 45 81 15
I 9 6 6 9 6 6 42 6 6 6 6 9 6 39 81 20
」 9 6 6 9 6 6 42 6 6 6 6 9 6 39 81 15
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(5)STEP7エコビジネス・ビジネスモデル策定





















どういう販路で      1叢臭手:~力
~'マンションデベロッパーを介して














































項  目 単位 設定 参考値 根拠・注釈











万角およびま象蘇^讐継e=Jem万円を参考      ‐






0 製造業,卸小売業・サービスlo).リース レンタル,管理サ ビース(1)
年間販売数 定方法 0 市場(Flow涯得率 (0),市場(Stock)獲得率(1)























% 3篠 3眺 X売上高
% 雷 X売上高
原価率 :三二手才り亨″瓦率 % 2鶴 2ヽ X売上高
製造人件費比率 % 1,ち 15●| X売上高
印小莞粗利卒 % 摯篠 911L
冒理人員平 ,給与 千円/年 番爾 5.000
















期連価格率 % C“ X製品価格
壼却期間 年 7 7
惨繕比率 % ×設置投資額累 1額
製造機械
設備
破 貫観 百万円 鐵
償却期間 年 ア 7
修織比率 96 3ヽ 5～796 X製造機械設備 :資額
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表 6.2…19:事業性算定結果 (防犯対応型植物工場)
項目          単位 1年目 2年目   1   3年目   :   4年目   :   5年目
変動費            :千円/年 360,757 :        儀 520 637.536 637,545 :         637.545
巨画面百面      :キ由/年 369757 :        484520637 36 637545 637545




千円′年 225.714 22■714 230,714 2S、714 230,714
1管理人件費 千円/年 10,000 10,000 15.000 15000 :5000
Rあ僣菌定費 千円/年 100000 1∞00Kl 100000 :        100 ooo:00000
順驚晨却費 千円/年千円/年 30,00085,714 30.00085714 30.00085714 30,00085714 30.00085714
千織/年 -212,971 観765 400.750 4001741 40a741





















SttEP 内容 想定時間[分] 開始～終了 所要時間 [分]
SttEP lニーズの設定 10
SttEP 2ニーズの構造化 15
SttEP 3種 ビジネスの設定 10
SttEP 4アイディア発想 50 13:35～14:35 60
SttEP 5アイディア結合 40 14:30～15:15 45
SttEP 6アイディアスクリー ニング 50 15:20-16:155




















































































日時 2012年4月 26日 (木)17:00～19:00
参加者
大阪大学大学院工学研究科 環境 。エネルギー専攻 下田研究室
修± 1年 草清 和明,青木 拓也,上嶋 美喜,安江 楽人
テニマ |テレビの製造・販売ビジネスのエコビジネス化




























































(6) 9 12.環境負荷の見える化 家庭内の電力を全てテレビで見えるようにする
デザイン性を重視したテレビ
(7) 3 製品長寿命化 一部分だけ交換できるテレビ (モジュール設計)
(8) 8 もう一回使用 そのデザインを気に入つた人向けにリユース
(9) 8 もう一回使用 使える部品はもう一度使 う







































SttEP 3種 ビジネスの構造図 3
STEP 4アイディア 12





STEP 内容 想定時間[分] 開始～終了 所要時間[分]
STEP lニーズの設定 10 17:10～17:10 10
STEP 2ニーズの構造化 15 17:20～17:35 15
STEP 3種ビジネスの設定 10 17:35～17:50 15
STEP 4アイディア発想 50 17:50～18:40 50
STEP 5アイディア結合 40 18:40～19:00 20



















梅田靖研究室 4年 谷口 聡
テーマ 建設機械の製造販売ビジネスのエコビジネス化




















































(2) 15 規模の追求 機械化による大規模化
(3) 9 冒
客の環境対策を請負で受け 使用済み機械の廃棄再利用を請け負う
(4) 4 効率性の向上 林業用のアイ ドリングス トップ
(5) 4 効率性の向上 林業用蓄圧器の搭載
(6) 5 低環境負荷資材の利用 (顧客) バイオ作動油の利用
(7) 5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 林業で出る廃棄物のバイオマス利用





(11)18 顧客ニーズ 。市場の開拓 機械を使わないオーナーの開拓






(1011 知識 。ノウハウのサービス化 熟練オペ レーター とセ ットでレンタル
(17)8 もう一回使用 林業ローンのような中古販売
(18)8 もう一回使用 使用状況と中古販売価格を連動














(27) 1  賃65景冥量傑FttU用 バイオ作動油の利用
(28)8 もう一回使用 中古販売
(29)8 もう一回使用 あまり消耗しない部品を自社回収
(30)10 機能販売化 オペ レーター と機械をセッ ト販売






























































表 6.2‐32:点数付け評価 (建設機械 )
ID















































































A 3 3  :  55 5  :  55 7
??
?






C 3 3  : 10 1 5 5 7 6131




9E 2 5  :  55 1 5 5 5
F
G
3 3 5 5 : 5 5 5 3
?? ?
1 5 7  :  538
27
5 5 3 70
H 3 3 5 1   :  5 9
9
5 3 59
160I 3 3 5 5 5  :  5 5 5 5





| 5 5 5 3 1 7  3
L 1 5 5 5 3
???? 21







○エコビジネス・ビジネスモデル案 F(林業組合の森林管理サー ビス提供への支援 )
林業組合に林業用万能を販売.林業組合は,主に,機械を使用しない山のオーナーに
対して,機械を用いた森林管理サービスを提供する。















どのような提供方法で   1契約期間付きのレンタル形式で





















表 6.2‐34:エコビジネス・ ビジネスモデル案 J














どのような提供方法で   |レンタル形式で
オペ レーターを派遣するステークホルダー と連携










表 6.2…35:エコビジネス・ ビジネスモデル案 J
(優良オペ レーターとのセ ットレンタル )
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どのような提供方法で   |レンタル形式で
オペレーターを派遣するステークホルダーと連携
して販売する.GPSによる位置情報,車載カメラ































には累積黒字化を達成 し,5年目には売上高 30億円,利益 8.8億円に達するという結果
を得た .
表 6.2‐37:エコビジネス 。ビジネスモデル案 F
(林業組合の森林管理サービス提供への支援)
表 6.2…38:エコビジネス・ ビジネスモデル案 J
(優良オペ レーター とのセ ットレンタル)
表 6.2‐39:エコビジネス・ ビジネスモデル案 L(安心担保型建機サービス)
調達費(卸小売)
リー ス・レンタル修経費 129601       38880 :       69120 :       8641111 1       86400
134286:     134.2861     134,286
100∞:    15∞0:    150∞:    15000
100000:   100000:   100000:   100000:   100000
千円/年
千円/年
5000:    5000:    5000:    5000:    5000
142861    14286:    14286:    14286:    14286
リース・レンタル修繕費 12960:    38′880:    69120:    86.4CKl i    86 400
10000:    100∞1    150001    150∞1   15∞0
100000:   100000:   100000:   1000∞:   100000
千円/年 :
千円/年 :
5000:    5000:    50001    50∞:    5000
14.286:    14,286:    14286:    14.286i    14286
■■:露:・=Ⅲ翌撃■|…輩響:Ⅲ…1難撃:=lil■fI翌-49,008:      ■32■79: ||‐  72.508:      1‐6Q414:      248,320
項目 単位 1年目 2年目 3年目 4年目   i   5年目
変動費 千円/年 38880 86.4001    80400
1製造原価 千円/年
1調達費(卸小売) 千需/年 0: 0: 0 0
|リー ス・レンタル修経費        ~千円/円 12960 :         38880 1         69,12086.40D 864 0
彗定費 千円/年 129,286:    129286:    134.286134.286 i       t34,286
1管理人件費 千円/年 10000 1        1 0 011Cl :        150001501101    151X10

















千馨′年 ■49868 : 1       169891:       ,05.1863■906:■1  7906
千菫ノ奪 ‐4166'||  -31お
'ご










表 6.2‐41:第4回WS ttSTEPのアウトプッ トの数












SttEP 内容 想定時間[分] 開始～終了 所要時間 [分]
STEP lニーズの設定 10 13:45‐13:50 5
SttEP 2ニーズの構造化 15 13:50‐14:05 15
SttEP 3種 ビジネスの設定 10 14:05‐14:15 10
SttEP 4アイ ディア発想 50 14:15‐15:10 55
STEP 5アイディア結合 40 15:10‐15:40 30
STEP 6アイディアスクリー ニング 50 15:55‐16:20 25



































































































































(2) 1 賃65彙冥量傑β利用 再生プラスティックの利用
(3) 2 低環境負荷の製造方法の採用 銅管を極力使わない設計
(4) 2 低環境負荷の製造方法の採用 労働時間をシフトしピークを抑える
(5) 4 効率性の向上 エネルギー効率の高い製品設計
(6) 4 効率性の向上 室外機の冷却
(7) 4 効率性の向上 室内レイアウトとの統合的デザイン
(8) 5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 自然エネルギーとのセット販売







(16)8 もう一回使用 除湿 した水分を加湿時に再利用
(17)7 廃棄時を管理 冷媒回収
(18)1  イ賢65景宴曇傑β禾J用 温暖化係数の低い冷媒を利用
(19)15 規模の追求 価格を3分の1にする
(20)15 規模の追求 寒冷地でも同様に使えるエアコン


























































































































































































C 3 9 9 7 3 7 2 3 3
D 7 5 4 6 6 6 3 6 5 5 5 5
5 5 4 5 5 5 4 5 5 5 5 3
F 5 7 3 6 6 6 4
4
5 5 5 5 4
G 5 4 6 6 6 6 5 5 7 7
?
7 7 3 7 7 7 5 6 7 7 7 7
?
?






J 5 6 6 5 6 6 7 5 8 7 7 7
??
?

































光パネルの設置 。遮熱塗料の活用・二重サッシなどの トー タルコーディネー トを施した
住宅を,アジア地域の一般消費者 (中流家庭)に格安で提供する.日本のハウスメーカ
ー,家電メーカーのプロモーションを期待して,できるだけ低価格で販売する.



























表 6.2‐49:エコビジネス・ ビジネスモデル案J(エコ・マンガ喫茶開業支援 )
誰に アジア地域の事業家






























化を達成 したのは,エコビジネス・ビジネスモデル案 Iのみ 2年目で達成 し,他は 3年
目であつた。それぞれ,既存市場が存在 していないため,ター ゲット市場におけるシェ
アと,価格設定をそれぞれ想定で設定したが,もう少 し厳 しい設定にするべきと考える .
表 6.2…50:エコビジネス 0ビジネスモデル案 B
(排熱による温水供給機能付きエアコン)
302,400,       907.200:      1`012800 :      2.016.000 1      2016.OCKl
302400:    907200:   16128001   20160∞:   2.0160∝リー ス・レンタル惨繕貴
4.107.143 :      4.107.1434.157.143:  4,157143:   4,157143
10∞∞0:  1000000:  1000000:  10000001  1000000
28571431  2857143:   2857143:   2.85ワ1431   2.857143
11,825029 1   110;331露6
表 6.2‐51:エコビジネス・ ビジネスモデル案 I(アジア・スーパーェコハ ゥス)
表 6.2‐52エコビジネス・ ビジネスモデル案 J(エコ・ マンガ喫茶開業支援 )
3300068 :      6000203 :      9,600,360 1      9,600.450 1      9,600.4511
33000681   6000203:   9600360,   96004501   9600450
,―ス・レンタル修経費
5,915、Q10i   5,915K剌:   5,9200001   5,920.000:   5‐9200 0
1000001    100000:    100000:    |∞OClll
千湾/年 ,
手円′年 |
:鑑鷺: 職よ難:li li:]〕:得: 轟:::暑:1礁盤i霧
3376.023:   5400068:   8,100120:   8,100,150
33750231    5400068:    8100120:    8100150:    8100150
リー ス・レンタル修経費
5915,000:   6.915,000
100∞:    1 5 tll10:    15000,    15000
100000:    100 ooo:    100000:    i llt1 0∞:    100000
千円/年
千円/年
1505000 :      1505000 1      1505000
4300∞1  4300000:  4300000:  4.300000:  4300000










表 6.2‐54:第5回WS ttSTEPのアウトプッ トの数
SttEP アウ トプットの内容 数
SttEP lニーズ 6
STEP 2既存 ビジネス 2
STEP 3種 ビジネスの構造図 2
STEP 4アイディア 37
STEP 5組合せアイディア (エコビジネス・アイディア案) 13
STEP 6エコビジネス・アイディア 3
SttEP 7ビジネスモデル案 3
SttEP 8事業性 。環境性の評価結果* 3
表 6.2‐53:第5回WS STEP毎の経過時間
STEP 内容 想定時間[分] 開始～終了 所要時間[分]
SttEP lニーズの設定 10 10:25‐10:40 15
SttEP 2ニーズの構造化 15 10:40‐11:00 20
SttEP 3種ビジネスの設定 10 11:00‐11:10 10
SttEP 4アイディア発想 50 11:10‐12:25 75
SttEP 5アイディア結合 40 13:30‐14:25 55
STEP 6アイディアスクリーニング 50 14:25‐14:55 30
STEP 7ビジネスモデル案策定 30 14:55‐15:25 30




















































































STEP2で選択 した 「種 ビジネス」の 「デシカン ト空調の販売」を, 4.3.2.項で述べた
ビジネス構造図パターン A‐1(BtoC, ビジネス主体 と製品供給者が一致,顧客へ所有価














(1) 1 155景要量傑β利用 廃棄物を使つたローター製造
(2) 4 効率性の向上 冷房,暖房両方できる (室外機が不要)
(3) 5 低環境負荷資材の利用 (顧客) 太陽熱によリエアコンを動かす
(4) 4 効率性の向上 燃料電池 とのセ ット販売により環境負荷削減
(5) 6 使用状況の管理 顧客に除湿効果が見えるようにする
(6) 6 使用状況の管理 不快指数をナビゲーション
(7) 6 使用状況の管理 空気の清浄度を見える化
(8) 4 効率性の向上 コス トと快適度を設定すると自動で調節してくれる
(9) 14 料金体系の工夫 賃貸業者に無料で配布し,ガスにより儲ける
(10)16 他分野ノウハ ウ・技術の活用 デシカン トのエコを売りに,国から補助金をもらう
16 他分野ノウハ ウ 。技術の活用 デシカントをコジェネとともに販売する































































































































〓B 5 7 5 5 奪
C 4 7 5 5
〓???〓
D 7 6 8 5 5
??
E 4 5 8 5 30 5
?，
112「FI




























































































































メンFナンス   
「
檸 渡警雷力  :
【社会】
図 6。2‐28:エコビジネス・ ビジネスモデル案F(熱温水器 とのセット販売)
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(8)STEP8定量評価
STEP7で策定 したエ コビジネス・ ビジネスモデル案B,C,D,E,Fについて,それ
ぞれ競合分析 に基づ く売上数分析を行 つた後,事業性分析 を行つた.その結果 を以下の
表に示す .
表 6.2‐64:エコビジネス・ ビジネスモデル案B(集合住宅へのセ ット販売)
表 6.2…65:エコビジネス・ ビジネスモデル案 C(ナビ付き快適サービス)
表 6.2‐66:エコビジネス 。ビジネスモデル案D(快適サービス)
2122321   2124901   212,490
669141     129221 1     2122321     2124901     212490
リー ス・レンタル修繕費
292857 :       292357 :       292857 1       292857 :       292857
管理人件費





-153,371:    →,278
-153′アヽ :   二162.048
96.165 :       ,36.960 :       157,140 :       157,1411
96165:   156960:   157140:   157140
リー ス・レンタル修繕費
153.571 1       153,671 :       153571
管理人件費
100000   100000:   1000∞al i   loo o00
10,000: 10.000; 10.000i 10.000i 10.000
28,511i 28,571i 28,511i 28.571: 28.571
‐ ■47.900
■  |・47,906
… ll嚇:  脱1踏: …:織ヽ一盤:織
項 目 単位 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目
変動費 千円/年 141.525 278_415 460 81Xl i    461、34o:    461、340
1褻薔原扇 千円/年 141525:    2784:5460800 :       461340 1       461340
押
=塾
堕す2 千円/年 0 0 0 0 0
|リー ス・レンタル修経費 千円/円 0 0 0
固定費 千円/年 148571 148,571 153.571:     163.5ア1:     153571
1管理人件費 千円/年 10000 10000 15.OC10 15000









897.620:       897.080 1       897.080
千円/年 1‐.54■340‐:   2翡8.434:   3,38●523
191
表 6。2‐67:エコビジネス・ビジネスモデル案E(熱温水器とのセット販売)
表 6.2‐68:エコビジネス・ ビジネスモデル案 F(燃料電池 とのセ ッ ト販売)
項 目 単 位 1年目  :  2年目 3年目   :   4年目   :   5年目
糞動費 千円/年 133.241 230522 3m216 300270 3m270
1製造原価 千円/年 133241 230522 360.2:6 360.270
1調達費(卸小売) 千円/年 0 0
lt)-7-v>rttl**tg. 千円/円 0 0 0
固定賓 千円/年 1485'1 148`5'1 153.571 153.571 :53.57,
l管理本警菫 千円/年 lolal i    lom:5m 15m 15000













十日′年 42:88 2軋907 500.2:3 500,169 50ι159
千円/年 42.188 111麟5 877303 :“3“0 2鯛325
項 目 単 位 1年目 2年目   :  3年目 4年目   :   5年目
E勁費 千円/年 : 284.435 49Q120 704.375 フ6■42' 764.427
ls;sF{6 千円/年 284435 490,129:      764375704427'     764427
1調達費(卸小売) 0 0 0
lt)-7.V:/t)VB#|&. 千円/円 0 0 0
露零賛 千円/年 302357 30鶴57 307.357 307.85' 307.35'
千円/年 10000 10.αЮ 15.m 15,tXXl 1 5 KX10
Ito{uEilEt 千円/年 | 100000 lKIC.000 1∞000 l mooo :∞000
饉穏履ξ費 十 円 /牛千円/年 50000142857 50.000142857 50.lXm142857 50.lXXl:42.35フ 50,OKXЭ:42.857
手円/年 電 004 57■786 1212.388 1212.330:     1′12330
















STEP 5組合せアイディア (エコビジネス・アイディア案) 6
STEP 6エコビジネス・アイディア 5
STEP 7ビジネスモデル案 5
STEP 8事業性・環境性の評価結果 * (5)
表 6.26¨9:第6回WS STEP毎の経過時間
STEP 内容 想定時間[分] 開始～終了 所要時間[分]
STEP lニーズの設定 10 14:35-14:361
STEP 2ニーズの構造化 15 14:36‐15:00 24
STEP 3種ビジネスの設定 10 15:00-15:000
STEP 4アイディア発想 50 15:00‐16:10 70
STEP 5アイディア結合 40 16:20‐17:15 55
STEP 6アイディアスクリー ニング 50 17:15‐17:35 20
























































































































































































回 1 2 3 4 5 7
参加者 産総研 /'\r 7 学生 建機 家電 ガ ス







STEPl 15 0 5 15 1
STEP2 25 15 15 20 24
STEP3 10 15 10 10 0
STEP4 55 60 50 55 75 70
STEP5 20 45 20 30 55 55
STEP6 55 25 30 20




















































チをとつている。第 6.2.節で示した 6回のワークショップにおいて,発想できた 162個
のアイディアの適用原則について,表6.3‐4でとりまとめる。
表 6.3‐4:エコビジネス実現の原則の適用結果
1 2 3 4 5 6









(ビジネス主体) 3 4 1 1 3 1 13
2 低環境負荷の製造方法の採
用 2 2
3 製品長寿命化 3 3 2 8
4 効率性の向上 2 2 2 5 3 14
5 低環境負荷資材の利用
(顧客) 6 2 3 1 12
6 使用状況の管理 1 4 3
7 廃棄時を管理 1 2 2 5
8 もう一回使用 4 6 2 5 3 20
9 顧客の環境対策を請負で受ける 1 1 2
10 機能販売化 1 3 2 1 7
ノウハウのサービス 2 3 6
12 環境負荷の見える化 1 2 2 2 1 8
13 使用販売 6 1 2 2
14 料金体系の工夫 2 1 4
15 規模の追求 1 1 6 1 9
16 他分野ノウ
ハウ 。技術の活
用 1 2 2 2
17 新たなステークホルダーの巻き込み 1 2 4 4 12
18 顧客ニーズ・市場の開拓 5 1 1 7



































































































D 快適サービス 4 [ライ
フサイクル・イノベーション型1
収益モデルが不明確
E 熱温水器 とのセ ット販売 3
「ビジネスエリア・イノベーション型¬
国からの補助金獲得の実現性は高くない





















































































































































































































































快適サー ビス ○ 4
熱温水器とのセット販売 ○ 3
燃料電池とのセット販売 ○ 3


















































































回 1 2 3 4 5 7
参加者 産総研 /\r 7 学生 建機 家電 ガ ス
テーマ 植物工場 テ レビ 建機 デシカント
SttEP4 (`か) 55 60 50 55 75 70


























































回 2 3 4 5 7
参加者 産総研 )\,7 学生 建機 家電 ガ ス
テーマ 植物工場 テ レビ 建機 デシカン ト
SttEP4 55 60 50 55 75 70

























































































































方針 4「短時間 (最短 1日程度)で実施できる」については,アプローチ 1)により対
応することができた。これは,特にワークショップを進めるに当たつて,ステップ毎に
想定時間を設定し,時間管理を行つたためと考える.今後,検討時間の長さと策定され
































































































































































































































































































































































































































2009年の 7月,それも深夜でした。私が,アカデ ミアの世界にノックをしたのは ,
それから 3年と数ヶ月間,研究活動 と自らの仕事を両立させながら,過ごしました。


















英樹氏 (ゼー タコンサルティング(株)),吉見勝治氏 (アルテエシエンツァ)に,深く感
謝いたします。
梅田研究室において,本研究をともに進めてきた萬代浩平氏,伊藤良輔氏,谷口聡氏
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